
パーロホン総目録 1/1

パーロホン（パルロフォン／パーロフォン）Parlophone（イリス商会） 2022年3月時点

備考

1930
（昭5）

YM2-A30
Parlophone records catalogue, 1930 edition

欧文表記。「Complete list of Parlophone records」と記載あり。（1頁目）
和文表記の月報（YM2-119）に収録の洋楽内容（*）と同じものが多い。
※1929年洋楽（特に12月）、1930年1月

1931
（昭6）

YM2-D14◎
Parlophone : selection calalogue 1931-2

欧文表記。（「1931-2」とあるが）1931年時点の目録と思われる。
Orchestra等種目別に曲目をアルファベット順に配列。巻末に「List of Artists」あり。

1932
（昭7）

YM2-123○
昭和7年4月迄

1933
（昭8）

YM2-123○
昭和8年3月迄(付・追加目録）

※同年8月にイリス商會パーロホン部はパーロホン・レコードの製作販売を中止。

1938
（昭13）

※1938年の時点ではパーロホンレーベルは消滅しているが、以下の参考資料あり。
YM2-184●1938年のレコード表（レコード音楽社）
・1938年頃に発売された洋楽レコード情報を収載。対象はパーロホンを含む14社。
・作曲家を50音順に配列してレコードを列挙。
・レコード番号と、一部発売年月の表記あり。

■概要■

1929（昭和4）～1933（昭和8）年まで、イリス商会がパーロホンレコードの代理店を務める。

・1929年4月にパーロホン・レコード製造元独逸カール・リンドストローム株式会社の委託を受けてイリス商会が

製造販売を開始。

・1933年8月にイリス商会はパーロホン・レコードの製作販売を中止。

（川崎のコロムビア吹込み所でプレスしていたが、カール・リンドストローム社が姉妹会社のコロムビアとの友好

関係を維持するため製作販売の中止を通知。）

※翌年（1934年）からコロムビアがパーロホン・レコードの発売権を獲得するが、「パーロホン」としては売り出さ

ず。新規の内容でなく、パーロホン音源を使ってコロムビア、リーガルのレーベルでその一部を再発売する。

≪参考文献≫ （【 】は当館請求記号）

・【YM2-119】パルロフォンレコード月報

・【DH26-J4】イリス150年-黎明期の記憶

・【KD355-9】レコードの一世紀・年表

メモ：
レーベル表記は以下のとおり。
・1929年4月～1931年3月：パルロフォン
・1931年4月～5月：パーロフォン
・1931年7月～1933年6月：パーロホン
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